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『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
―
記
録
と
考
察
（
一
）

永
田　

靖

二
〇
二
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
中
之
島
に
鼬
を
放
つ
―
大

学
博
物
館
と
共
創
す
る
ア
ー
ト
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い

て
、『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
と
題
す
る
演
劇
の
制
作
を
二
年
連

続
で
実
施
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社
会
人
を
対
象
に
し
た
大

学
で
の
芸
術
系
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
の

講
座
と
し
て
参
加
型
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
制
作
を
行
っ
た
。
受
講
生

は
一
般
の
社
会
人
で
、
そ
の
受
講
生
と
と
も
に
二
〇
二
二
年
度
『
中

之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
は
吹
田
メ
イ
シ
ア
タ
ー
に
お
い
て
、
二
〇
二

三
年
度
『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
Ⅱ
』
は
大
阪
大
学
中
之
島
芸
術
セ

ン
タ
ー
に
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
施
し
た
。
演
出
家
の
林
慎
一
郎

氏
を
招
へ
い
し
、
同
氏
の
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト
「
極
東
退
屈
道
場
」
の
俳

優
、
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
に
よ
っ
て
上
演
を
行
っ
た
。
以
下
で
は
、
こ

の
作
品
に
つ
い
て
の
概
略
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
し
て
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
　
プ
ロ
セ
ス

両
作
品
と
も
に
『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
と
命
名
さ
れ
た
点
か

ら
、
互
い
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
作
品
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

も
そ
も
「
中
之
島
に
鼬
を
放
つ
」
と
題
さ
れ
た
社
会
人
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
り
、
主
題
と
し
て
大
阪
市
北
区
中
之
島
周
辺
の
地
理
と
文

化
に
関
心
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
阪
大
学
は
中
之

島
に
学
術
や
芸
術
の
拠
点
を
持
つ
と
い
う
社
会
共
創
的
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
い
た
が
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
ア
ゴ
ラ
構
想
」
を
踏

ま
え
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
大
阪
大
学
創

設
九
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
二
〇
二
三
年
度
に
大
阪
大
学
中
之
島
セ

ン
タ
ー
の
改
修
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
企
画
も
し
た
。

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、「
中
之
島
芸
術
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
芸
術
の
研

究
教
育
の
拠
点
を
設
置
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
中
之
島
に
鼬
を
放
つ
」
は
そ
れ
を
見
据
え
た
も
の
だ
っ

た
。
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で
は
中
之
島
を
主
題
に
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
中
之
島
の
現
在
の
行
政
的
な
諸
課
題
を
テ
ー

マ
に
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
中
之
島
の
歴
史
的
な
考

察
を
行
う
こ
と
な
の
か
、
そ
う
で
は
な
く
中
之
島
の
未
来
に
つ
い
て

展
望
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
ア
プ
ロ
ー
チ
は
様
々
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
概
要
に
は
「『
中
之
島
』
は

あ
の
中
之
島
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
も
、
あ
そ
こ
に

も
、
ま
た
遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
側
に
も
、
あ
る
い
は
私
た
ち
の
心

の
中
に
も
あ
る
、
生
ま
れ
出
ず
る
場
所
、
こ
う
言
っ
て
よ
け
れ
ば
、

何
か
自
分
た
ち
の
拠
り
所
と
な
る
場
所
、
ど
う
し
て
も
捨
て
る
こ
と

の
で
き
な
い
場
所（

１
）」

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
中
之
島
に

限
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
で
も
よ
い
、
任
意
の
「
場
所
」
に

暮
ら
す
人
々
と
そ
の
「
場
所
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
リ
サ
ー
チ
を

含
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』『
中
之
島

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
Ⅱ
』
は
実
施
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
と
も
に
、
中
之
島

を
軸
に
大
阪
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
上
で
大
阪
の
未
来
を
展
望
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
構
想
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
之
島
は
近
世
よ
り

堂
島
米
会
所
で
知
ら
れ
る
米
の
先
物
取
引
と
し
て
栄
え
た
。
こ
の
先

物
取
引
は
今
で
こ
そ
世
界
各
国
の
金
融
業
界
で
一
般
化
し
て
い
る
取

引
形
態
で
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
、
中
之
島
の
米
会
所
の

取
引
は
世
界
に
先
駆
け
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
点
を
演
出
家
の
林
は

捉
え
て
、
今
日
の
大
阪
の
何
か
を
担
保
に
し
て
未
来
と
取
引
を
す
る

と
い
う
着
想
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
。

中
之
島
の
歴
史
探
究
的
な
試
み
は
市
内
各
所
で
も
無
数
に
み
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
中
之
島
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
講
演
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
近
代
建
築
を
探
訪
す
る
ツ
ア
ー
や
ゆ
か
り
の
史
蹟
巡
り
な
ど

枚
挙
に
暇
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
が

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
一
線
を
画
し
て
い
る
の
は
こ
の
点
で
、
歴
史

的
地
層
の
探
求
ば
か
り
で
は
な
く
、
演
劇
的
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
通

し
て
中
之
島
を
考
察
す
る
リ
サ
ー
チ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
類

を
見
な
い
試
み
と
な
っ
た
。

『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
は
、
二
〇
二
二
年
七
月
二
三
日
に
、

全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
中
之
島
に
鼬
を
放
つ
」
の
い
わ
ば
開

校
式
に
あ
た
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
て
簡
単
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
直
後
の
、
七
月
下
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
ず
七
月
三

一
日
に
一
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
そ
の
後
八
月
六
日
、

八
月
二
〇
日
、
九
月
三
日
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
た
。
前
後
し

て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
稽
古
を
行
い
な
が
ら
、
一
〇
月
七
日
（
金
）

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
連
携
先
の
吹
田
市
文
化
会
館
メ
イ
シ
ア
タ
ー

に
て
昼
と
夜
、
二
回
の
公
演
を
行
っ
た
。

ま
ず
七
月
三
一
日
の
第
一
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
林
が

取
り
組
み
の
簡
単
な
説
明
を
し
た
後
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
素
材
と

す
べ
く
受
講
生
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
「
あ
な
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た
の
立
場
か
ら
想
像
す
る
一
年
後
の
大
阪
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
現
実
的
な
回
答
で
も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
な
回
答
で
も
よ
く
、「
中
之
島
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
考
え
る
こ
と

で
大
阪
か
ら
考
え
る
日
本
と
い
う
視
点
ま
で
辿
り
つ
け
た
ら
面
白

い
」（
林
慎
一
郎
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、「
取
引
」

で
き
そ
う
な
大
阪
を
示
す
「
指
標
」
や
、
そ
の
取
引
に
つ
か
え
る
自

分
自
身
の
「
資
本
」
を
も
提
案
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
れ
ら
は
す

べ
て
林
の
着
想
で
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
も
と
に
し
て
林

が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
台
本
に
固
め
て
い
っ
た
。

八
月
六
日
の
第
二
回
目
に
て
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
公
開

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
受
講
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
例

え
ば
一
年
後
の
大
阪
に
つ
い
て
は
「
コ
ロ
ナ
の
入
国
規
制
が
緩
和
さ

れ
て
外
国
人
が
増
え
る
」「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
種
株
が
蔓
延
し
、

イ
ン
フ
ラ
が
麻
痺
」「
万
博
に
向
け
て
経
済
活
動
が
活
発
化
」「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
」「
中
之
島
の
土
地
と
マ
ン
シ
ョ
ン
が
外
国
に

買
い
占
め
ら
れ
る
」
な
ど
現
実
的
な
予
想
か
ら
、「
大
阪
が
日
本
か

ら
独
立
」「
空
飛
ぶ
た
こ
焼
き
開
発
」「
プ
ー
チ
ン
に
中
之
島
が
占
領

さ
れ
、
大
阪
で
は
ロ
シ
ア
語
が
標
準
語
と
な
る
」「
豪
雨
で
中
之
島

を
残
し
て
他
の
エ
リ
ア
は
沈
没
」
な
ど
虚
飾
織
り
交
ぜ
た
荒
唐
無
稽

な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ま
で
と
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
ま
た
、
取
引
に
使
え

そ
う
な
大
阪
の
指
標
と
し
て
は
、「
外
国
人
観
光
客
の
大
阪
滞
在
日

数
」「
大
阪
で
の
国
際
会
議
誘
致
数
」「
美
術
館
の
入
館
者
数
」
な
ど

と
い
っ
た
極
め
て
現
実
的
な
も
の
か
ら
、「
大
阪
府
民
一
人
あ
た
り

の
年
間
の
た
こ
焼
き
の
消
費
量
」「
大
阪
人
の
道
案
内
の
説
明
の
仕

方
（
お
節
介
度
数
）」「
天
神
橋
筋
商
店
街
で
の
ヒ
ョ
ウ
柄
婦
人
数
」

「
大
阪
お
ば
ち
ゃ
ん
の
実
力
を
認
め
て
い
る
人
の
数
」
な
ど
大
阪
の

イ
メ
ー
ジ
に
即
し
た
滑
稽
な
も
の
ま
で
こ
ち
ら
も
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
て
、
林
は
一
年
後
の

大
阪
を
「
楽
し
い
―
恐
い
、
便
利
―
困
る
」「
楽
観
的
―
悲
観
的
、

生
―
死
」
と
い
っ
た
二
次
元
上
の
マ
ト
リ
ク
ス
に
分
布
さ
せ
る
こ
と

を
試
み
て
、
受
講
生
の
一
年
後
の
大
阪
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
相
対

的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
を
受
講
生
へ
の
課
題
に
し
、
自
分
の
あ
げ
た
予

想
と
他
の
受
講
生
の
そ
れ
ら
と
の
近
し
さ
や
遠
さ
を
可
視
化
し
て
み

る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
未
来
の
大
阪
と
取
引
で
き
る
指
標
の
数

値
の
推
移
を
予
測
し
、
自
分
の
生
活
に
そ
れ
ら
の
影
響
が
ど
の
よ
う

に
あ
る
の
か
さ
ら
に
予
測
さ
せ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
あ
く

ま
で
も
受
講
生
に
と
っ
て
今
は
ま
だ
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
中
之
島

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
、
受
講
生
全
体
の
中
に
押
し
出
し
て
、
社
会

化
さ
せ
る
工
夫
と
考
え
ら
れ
る
。
平
行
し
て
一
〇
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
上
演
に
向
け
て
、
役
割
分
担
を
行
っ
た
。
中
之
島
に
つ
い
て
の

米
市
場
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
（
先
物
）
な
ど
リ
サ
ー
チ
を
担
当
す
る
者
、

上
演
へ
の
出
演
希
望
者
、
上
演
の
制
作
希
望
者
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け

た
。こ

の
第
二
日
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
後
、
八
月
二
〇
日
に
は
第
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三
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
中
之
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

す
る
実
践
を
行
っ
た
。
京
阪
な
に
わ
橋
駅
に
集
合
し
、
大
阪
証
券
取

引
所
か
ら
淀
屋
橋
、
堂
島
米
市
場
跡
と
歩
く
コ
ー
ス
で
中
之
島
の
地

理
を
共
有
し
た
。
ま
た
そ
の
地
理
の
共
有
を
前
提
に
中
之
島
界
隈
を

各
自
の
視
点
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
、
中
之
島
地
域
に
特
徴
的
な

場
所
や
歴
史
的
事
項
、
ま
た
地
域
的
な
属
性
な
ど
を
ま
と
め
る
作
業

を
行
っ
た
。
そ
の
後
最
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
九
月
三
日
に

第
四
回
目
を
実
施
し
、
一
年
後
の
大
阪
に
つ
い
て
の
各
自
の
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
の
分
布
や
中
之
島
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
報
告
書
な
ど

を
共
有
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
積
み
上
げ
て
行
き
、
受
講
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

課
題
に
応
答
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
、
林
が
上
演
台
本
の
素
材
と
し
て
ま

と
め
て
行
き
、『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
の
上
演
に
繋
が
っ
て
行

く
。二

　
上
演（

２
）

さ
て
上
演
は
吹
田
市
文
化
会
館
メ
イ
シ
ア
タ
ー
小
ホ
ー
ル
に
て
、

一
〇
月
七
日
（
金
）
に
二
回
公
演
を
行
っ
た
。
上
演
に
は
登
場
人
物

と
し
て
「
西
」
か
ら
の
男
、「
東
」
か
ら
の
男
、「
南
」
か
ら
の
男
、

「
北
」
か
ら
の
男
の
四
人
は
受
講
生
で
は
な
く
、
林
の
主
宰
す
る
演

劇
ユ
ニ
ッ
ト
「
極
東
退
屈
道
場
」
の
俳
優
た
ち
で
あ
る（

３
）。

中
央
に
は

キ
ッ
チ
ン
が
あ
り
、
四
人
は
ゴ
ミ
袋
を
手
に
し
て
登
場
す
る
。
皆

「
砂
」
を
捨
て
に
来
た
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
砂
の
記
憶
」
を
語

る
。「
北
」
は
未
来
の
予
想
が
手
垢
に
ま
み
れ
た
現
実
に
な
り
、
過

去
の
物
語
は
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
い
、
物
語
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
も
の
、
つ
ま
り
砂
に
な
っ
た
と
話
す
。
次
に
「
南
」
が
難
波
の

八
十
島
の
来
歴
を
語
り
、「
東
」
と
と
も
に
八
十
島
を
列
挙
し
て
い

く
「
難
波
八
十
島
」
の
場
。
そ
の
後
、「
北
」
が
都
市
を
定
義
し
、

農
業
生
産
、
行
政
、
経
済
の
し
く
み
と
同
時
に
、
城
壁
や
要
塞
、
神

殿
や
役
所
な
ど
余
剰
を
回
収
す
る
し
く
み
が
必
要
な
、
神
々
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
で
あ
る
と
語
る
「
都
市
と
は
」
の
場
。
そ
の
後
「
埋
め
立

て
ら
れ
た
場
所
」「
川
の
記
憶
」
と
続
い
て
い
く
。「
川
の
記
憶
」
は

受
講
生
の
一
人
が
レ
ポ
ー
ト
し
た
「
東
横
堀
川
の
今
昔
」
を
編
集
し

た
場
で
、
六
〇
年
前
は
汚
れ
た
川
で
「
父
」
が
鼠
取
り
で
捕
ま
え
た

鼠
を
捨
て
る
記
憶
が
語
ら
れ
る
。
今
は
そ
の
川
は
き
れ
い
で
ま
る
で

別
も
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
「
東
」
の
捨
て
に
き
た
「
砂
」
は
か
つ

て
は
「
オ
オ
サ
カ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
「
砂
」
だ
と
語
る
。

そ
の
後
の
場
は
、「
小
鳥
が
来
る
街
」「
か
つ
て
こ
の
島
に
は
取
引

所
が
あ
り
ま
し
た
」「
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
」「
未
来
と
い
う
過
去
か
ら
、

過
去
と
い
う
未
来
か
ら
」
と
続
く
。「
か
つ
て
こ
の
島
に
は
取
引
所

が
あ
り
ま
し
た
」
の
場
は
受
講
生
の
一
人
が
近
世
大
坂
で
の
堂
島
の

米
市
場
に
つ
い
て
の
歴
史
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
演
で

は
受
講
生
の
一
人
が
落
語
の
形
式
で
語
っ
た
。
ま
た
最
後
の
場
「
未
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来
と
い
う
過
去
か
ら
、
過
去
と
い
う
未
来
か
ら
」
は
、
受
講
生
が
上

演
用
に
書
い
た
テ
キ
ス
ト
で
、
受
講
生
本
人
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
上

演
中
に
朗
読
し
演
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
一
九
八
七

年
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
八
九
年
と
い
っ
た
、
各
自
で
年
代
を
設
定

し
、
そ
れ
を
過
去
で
は
な
く
、
未
来
だ
と
仮
定
し
て
、
そ
の
未
来
か

ら
「
今
」
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
設
定
で
自
ら
の
「
過
去
」
を
語

る
。
例
え
ば
一
九
八
〇
年
の
「
未
来
」
か
ら
や
っ
て
き
た
受
講
生
の

一
人
は
、
自
分
は
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た
く
て
、
高
校
時
代
か
ら
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
制
服
の
ま
ま
だ
と
良
く
な

い
の
で
、
駅
の
ト
イ
レ
で
私
服
に
着
替
え
て
、
大
人
然
と
し
て
稽
古

場
に
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
腰
を
痛
め
て
そ
の
夢
を
断
念
し
た
様
子

が
語
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
受
講
生
の
「
過
去
」
が
計
六
件
語
ら
れ
る
こ

の
場
の
後
、「
東
、
西
、
南
、
北
」
の
登
場
人
物
四
人
が
中
央
の

キ
ッ
チ
ン
で
、
台
に
置
か
れ
た
お
に
ぎ
り
を
、
日
本
各
地
の
米
の
名

称
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
ユ
メ
ビ
リ
カ
」「
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
で
出
来

た
「
砂
」
と
し
て
、
一
つ
ず
つ
並
べ
て
い
く
場
の
後
に
「
本
当
に
未

来
か
ら
来
た
男
た
ち
」
の
場
と
な
る
。

こ
の
場
で
は
、
登
場
人
物
の
三
人
（
東
、
南
、
北
）
が
そ
れ
ぞ
れ
二

〇
二
三
年
、
二
〇
二
四
年
、
二
〇
二
四
年
か
ら
や
っ
て
き
た
と
言

い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
や
っ
て
き
た
未
来
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
語
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
中
で
、
一
人
未
来
を
知
り

た
い
「
西
」
だ
け
が
三
人
の
「
未
来
」
に
絡
ん
で
い
き
、
あ
げ
く
に

「
西
」
の
持
つ
「
現
在
」（
つ
ま
り
砂
、
そ
れ
は
お
に
ぎ
り
な
の
だ
が
）
と

「
北
」
の
持
つ
「
未
来
」
を
交
換
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。「
北
」
は

二
〇
二
五
年
に
そ
の
砂
は
返
す
と
い
う
。
し
か
し
三
人
は
「
西
」
が

ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
行
き
、「
西
」
に
は
過
去
、
現

在
、
未
来
と
い
う
時
の
概
念
が
な
い
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
「
未

来
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
を
観
客
に
提
案
す
る
。

こ
の
場
で
は
、
い
く
つ
か
の
質
問
が
観
客
に
な
さ
れ
、
観
客
の
過

半
数
が
挙
手
し
た
質
問
は
「
未
来
」
と
し
て
「
西
」（
ロ
ボ
ッ
ト
）
が

記
憶
し
て
い
く
。
こ
の
質
問
事
項
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
受
講
生
た
ち
へ
の
課
題
と
な
っ
た
「
一
年
後
の
大

阪
」
に
つ
い
て
の
回
答
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
入
国
制
限
が
大
き
く
緩

和
さ
れ
て
外
国
人
が
激
増
」「
戦
争
に
よ
っ
て
パ
ラ
ジ
ウ
ム
が
高
騰
」

「
大
阪
府
が
日
本
か
ら
独
立
」「
新
種
の
た
こ
焼
き
が
多
数
開
発
さ
れ

る
」「
外
国
人
に
よ
る
大
阪
の
土
地
を
買
い
占
め
、
外
国
人
街
が
増

え
る
」
な
ど
な
ど
大
阪
の
未
来
に
つ
い
て
の
予
想
に
対
し
て
観
客
が

答
え
、
お
お
よ
そ
賛
同
が
得
ら
れ
た
予
想
が
「
西
」（
ロ
ボ
ッ
ト
）
に

「
未
来
」
と
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
後
、「
北
」
と
「
南
」
は
「
西
」
に
お
と
ぎ
話
を
語
る
。
そ

こ
で
は
「
世
界
の
真
ん
中
に
い
る
王
の
と
こ
ろ
に
、
南
の
王
と
北
の

王
が
遊
び
に
行
き
、
人
に
は
必
ず
あ
る
と
い
う
七
つ
の
穴
が
真
ん
中

の
王
に
は
な
い
の
で
、
二
人
の
王
が
も
て
な
し
て
く
れ
た
お
礼
に
、

七
つ
の
穴
を
開
け
て
い
く
う
ち
に
真
ん
中
の
王
は
死
ん
で
し
ま
う
、
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そ
の
王
の
名
前
は
混
沌
と
い
う
」
と
い
う
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
る
。

そ
れ
は
世
界
の
真
ん
中
の
王
は
、
他
の
王
や
人
間
た
ち
と
は
違
う
作

り
に
な
っ
て
い
て
、
同
じ
よ
う
に
な
ろ
う
と
し
て
も
成
功
し
な
か
っ

た
と
い
う
寓
話
で
あ
り
、
こ
の
王
が
仮
に
「
混
沌
」
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
混
沌
は
い
か
に
整
理
し
よ
う
と
し
て
も
混
沌
の
ま
ま
だ
と
い
う

譬
え
話
と
し
て
理
解
で
き
る
。
こ
の
真
ん
中
に
い
る
王
と
は
、
中
之

島
（
大
阪
）
な
の
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
後
に
演
じ

ら
れ
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
何
人
か
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
よ
っ
て
、

大
阪
の
個
性
が
様
々
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
お
い
て
受
講
生
が
見
い
だ
し
た
大
阪
を
示
す
指
標
や
特
徴
か
ら
編

ま
れ
て
い
る
。「
大
阪
の
人
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
好

む
」「
面
白
い
、
儲
か
る
、
が
重
要
」「
言
語
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の

に
抵
抗
感
が
な
い
」「
そ
れ
で
い
て
計
算
高
い
」「
儲
か
っ
て
便
利
は

好
き
だ
け
ど
、
儲
か
ら
な
く
て
も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
あ
れ
ば
盛
り
上

が
る
」
な
ど
な
ど
大
阪
に
つ
い
て
の
短
評
が
語
ら
れ
て
い
き
、
未
来

の
予
測
は
不
可
能
だ
け
ど
、
今
と
未
来
を
取
引
し
よ
う
と
提
言
し

て
、
こ
の
中
之
島
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
劇
は
終
わ
る
。

三
　
劇
的
時
間
の
「
時
相
」
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

こ
の
作
品
を
概
観
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
点
で
独
自
性
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
際
立
つ
の
は
劇
の
主
題
と
密
接
に
結
び
つ

く
形
で
劇
的
時
間
が
複
層
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に

演
劇
の
時
間
の
捉
え
難
さ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
論
者
が
指

摘
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
舞
台
上
の
俳
優
の
持
つ
時
間
と

そ
れ
を
鑑
賞
す
る
観
客
の
持
つ
時
間
は
共
有
し
て
い
る
（「
舞
台
時
間
」

Stage T
im

e

）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
劇
に
内
在
す
る
物
語
の
時
間
（「
劇

的
時
間
」D

ram
atic T

im
e

）
は
そ
れ
と
は
異
な
る
固
有
の
性
質
を
持

つ
と
い
う
二
種
類
の
時
間
性
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

４
）。

そ
の

上
、
時
間
は
絶
対
的
な
属
性
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
常
に
何
か
と
の

相
対
的
な
関
係
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
時
間
そ
の
も
の
の
把
握
し

が
た
い
性
質
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

他
方
、
近
代
以
降
の
ド
ラ
マ
一
般
を
広
く
見
渡
す
と
、
劇
的
時
間

に
つ
い
て
実
験
や
探
求
を
行
う
作
品
は
少
な
か
ら
ず
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
劇
的
時
間
の
あ
り
よ
う
を
示
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
ボ
イ
ン
ト
ン
・
プ
リ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
は
自

ら
「
時
間
の
劇
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
時
間
を
主
題
に
し
た
い
く
つ
か
の

作
品（

５
）を

書
い
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
作
『
時
と
コ
ン
ウ
ェ
イ
家
の

人
々（

６
）』（

一
九
三
七
）
は
、
そ
の
も
っ
と
も
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
三
幕
の
劇
で
あ
る
が
、
こ
の
第
一
幕
は
一
九
一
九
年
の
イ
ギ

リ
ス
の
コ
ン
ウ
ェ
イ
家
の
末
娘
の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
で
始
ま
り
、
第
二

幕
で
は
一
八
年
後
、
一
九
三
七
年
の
同
じ
家
庭
の
同
じ
部
屋
、
そ
し

て
第
三
幕
は
ふ
た
た
び
第
一
幕
の
幕
切
れ
の
時
間
に
戻
り
、
第
一
幕

の
続
き
が
描
か
れ
る
。
つ
ま
り
第
一
幕
と
第
三
幕
で
は
、
第
一
次
大
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戦
の
終
了
後
の
明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
、
こ
の

一
家
の
幸
福
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
演
じ
ら
れ
る
が
、
両
者
の
間
に
第
二

幕
が
差
し
挟
ま
れ
、
一
九
三
七
年
と
い
う
軍
事
的
緊
張
を
孕
ん
だ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
背
景
に
、
経
済
的
困
窮
に
陥
っ
た
こ
の
家
族
の
不

安
、
ま
た
家
族
間
の
不
和
も
描
か
れ
る
。
そ
の
後
再
び
第
三
幕
、
つ

ま
り
第
一
幕
の
一
九
一
九
年
の
パ
ー
テ
ィ
の
続
き
の
場
面
に
立
ち
戻

り
、
平
和
な
世
界
や
家
族
の
婚
約
が
祝
福
さ
れ
る
。

こ
の
作
品
で
は
こ
の
よ
う
に
第
一
幕
か
ら
第
二
幕
へ
は
時
間
軸
に

沿
っ
て
進
む
も
の
の
、
第
三
幕
は
も
う
一
度
第
一
幕
に
戻
る
こ
と

で
、
未
来
（
第
二
幕
）
か
ら
現
在
（
第
一
幕
）
に
「
劇
的
時
間
」
を
戻

す
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
で
第
一
幕
と
第
三
幕
の
幸
福
な

時
代
と
家
庭
が
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
持
っ
て
眺
め
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
第
二
幕
は
一
九
三
七
年
に
設
定
さ
れ
、
第
一
幕
か
ら

見
れ
ば
未
来
で
あ
る
が
、
こ
の
年
は
作
品
の
初
演
の
年
と
同
じ
で
あ

る
。
つ
ま
り
第
二
幕
は
「
舞
台
時
間
」
と
し
て
は
同
時
代
（
現
在
）

そ
の
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
、
第
一
幕
も
第
三
幕
も
過
去
を
扱
う
も

の
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
こ
こ
で
劇
的
時
間
は
現
在
と
過

去
を
往
還
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
。

ま
た
例
え
ば
、
ベ
ル
ト
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
の
劇
は
、
そ
の
多
く
に

お
い
て
「
劇
的
時
間
」
を
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
時
系
列
的
な
配
置
に

は
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
白
墨
の
輪
』（
一
九
四
八
）

で
は
、
主
人
公
の
一
人
グ
ル
シ
ェ
の
逃
避
が
主
に
描
か
れ
る
第
一
幕

と
、
も
う
一
人
の
主
人
公
ア
ツ
ダ
ク
の
裁
判
ぶ
り
が
主
と
し
て
描
か

れ
る
第
二
幕
は
、
第
一
幕
の
終
盤
近
く
か
ら
始
ま
る
よ
う
な
設
定
と

な
っ
て
お
り
、
単
純
な
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
手
法
で
は
な
い
形
式

的
な
新
し
さ
を
見
せ
な
が
ら
、
時
間
的
重
な
り
を
劇
に
挿
入
し
て
い

る
。
森
本
薫
の
『
華
々
し
き
一
族
』（
一
九
三
五
）
で
も
、
同
様
に
一

幕
の
終
わ
り
と
、
二
幕
の
冒
頭
が
同
じ
場
面
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
る

「
劇
的
時
間
」
の
実
験
を
見
せ
て
い
る
が
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
こ
こ
で
の

関
心
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
森
本
の
場
合
に
は
、
全
く
同
じ
数
分
間

の
場
面
が
反
復
さ
れ
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
幕
間
の
空
白
を
埋
め
合

わ
せ
る
観
客
に
と
っ
て
の
便
宜
を
劇
的
ス
タ
イ
ル
と
し
て
昇
華
さ
せ

た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
時
間
の
重
な
り
は
観
客
に
対

す
る
効
果
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
グ
ル
シ
ェ
と
ア
ツ
ダ
ク

は
物
語
的
に
は
同
時
代
の
同
時
期
を
生
き
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
互

い
に
無
関
係
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
が
第
二
幕
の
終
盤
で
は
、
有
名

な
グ
ル
シ
ェ
（
と
領
主
の
妻
）
を
裁
判
で
裁
く
「
子
供
引
き
」
の
場
面

に
繋
が
っ
て
行
く
。
そ
こ
で
は
、
時
間
の
重
な
り
は
あ
た
か
も
並
列

す
る
場
面
の
よ
う
に
機
能
し
て
、
無
関
係
だ
っ
た
二
人
の
行
為
が
奇

し
く
も
交
差
し
て
い
く
劇
的
時
間
の
構
成
を
取
る
。
こ
こ
で
劇
的
時

間
は
二
人
の
異
な
る
様
態
を
持
つ
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
そ
の
複
層
性

と
交
差
を
触
知
す
る
こ
と
が
劇
の
受
容
の
根
底
に
据
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
ブ
レ
ヒ
ト
の
劇
で
は
、
字
幕
や
ナ
レ
ー
タ
ー
の
語
り

に
よ
っ
て
、
場
面
と
場
面
の
時
間
的
な
距
離
を
自
由
に
調
整
し
、
伝
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統
的
な
劇
の
形
式
を
時
間
の
面
か
ら
も
相
対
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た

た
め
に
、
劇
の
持
つ
時
間
の
複
層
性
を
喚
起
し
や
す
い
形
式
で
は

あ
っ
た
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
線

的
な
物
語
的
時
間
軸
を
据
え
て
過
去
と
現
在
を
往
還
さ
せ
る
に
せ

よ
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
よ
う
に
一
つ
の
物
語
の
中
に
複
数
の
劇
的
時
間
を

挿
入
し
て
い
く
手
法
に
せ
よ
、
今
日
で
は
こ
の
よ
う
な
複
層
す
る
劇

的
時
間
の
試
み
は
多
様
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。『
中
之
島
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
』
の
「
劇
的
時
間
」
も
一
見
そ
の
よ
う
な
現
代
的
な
作

品
に
見
え
る
ほ
ど
、
外
見
的
に
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
そ
れ
に
近
い
。
劇
の

構
造
そ
の
も
の
も
、
い
わ
ゆ
る
ナ
レ
ー
タ
ー
的
人
物
に
よ
る
「
語

り
」
が
縦
横
に
配
置
さ
れ
て
、
そ
も
そ
も
ブ
レ
ヒ
ト
劇
の
よ
う
な
触

感
を
持
つ
上
に
、
そ
の
時
間
の
描
写
が
多
岐
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

し
か
し
『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
が
こ
れ
ら
の
先
行
の
作
品
と

異
な
る
の
は
、
未
来
を
主
題
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ

ゆ
る
過
去
を
回
想
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
バ
ッ
ク
の
形
式
は
も
と
よ

り
、
未
来
を
先
取
り
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
形
式
も
、

林
慎
一
郎
は
巧
妙
に
避
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
劇
の
冒
頭
で
は
、

上
述
し
た
よ
う
に
、
登
場
人
物
の
四
人
が
ゴ
ミ
袋
を
手
に
登
場
し

た
。
未
来
の
予
想
が
手
垢
に
ま
み
れ
た
現
実
と
な
っ
て
し
ま
い
、
過

去
の
物
語
は
か
き
消
さ
れ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
も
の
（
こ
こ

で
は
ゴ
ミ
、
つ
ま
り
「
砂
」）
に
な
っ
た
と
言
う
。
さ
ら
に
後
半
の
部
分

で
は
、
こ
の
四
人
の
う
ち
三
人
（
残
る
一
人
は
ロ
ボ
ッ
ト
）
は
未
来
か

ら
や
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
来
を
語
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
劇
の
中
心
的
な
動
機
で
あ
る

「
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
」（
先
物
取
引
）
と
は
、
未
来
を
担
保
に
し
て
現
在

に
お
い
て
取
引
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
担
保
に
す
べ
き

未
来
は
、
知
ら
さ
れ
ず
、
手
垢
に
ま
み
れ
た
ゴ
ミ
か
砂
で
あ
る
。
未

来
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
過
去
を
語
る
こ
と
も
な
い
。
受
講
生

た
ち
が
語
る
過
去
も
ま
た
、
あ
え
て
過
去
年
次
（
一
九
八
〇
年
と
か
）

の
「
未
来
（
と
設
定
さ
れ
て
い
る
）」
か
ら
来
た
存
在
と
し
て
、
こ
の

点
で
は
過
去
の
回
想
な
ど
で
は
な
く
、
言
う
な
れ
ば
「
未
来
回
想
」

と
い
う
矛
盾
し
た
文
飾
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
作
品
で
は

総
じ
て
「
劇
的
時
間
」
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ま
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
時

制
（
テ
ン
ス
）
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
あ
る
い
は
、
時
制
は
意
図
的
に

曖
昧
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
で
、
俳
優
の
時
間
や
観
客
の
現
実

の
時
間
で
あ
る
「
舞
台
時
間
」
の
現
在
性
は
強
く
強
調
さ
れ
る
が
、

そ
こ
に
は
過
去
も
未
来
も
介
在
さ
せ
て
は
い
な
い
。

一
般
的
に
は
劇
で
時
間
を
意
識
す
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
劇
の

「
時
制
」
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
時
制
と
は
、
言
語
に
お
け
る
文

法
の
概
念
で
、
過
去
や
現
在
な
ど
の
時
を
示
す
機
能
を
果
た
す
。
多

く
は
動
詞
の
現
在
形
や
過
去
形
を
使
う
こ
と
で
こ
の
時
制
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
プ
リ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
に
せ
よ
、
ブ
レ
ヒ
ト
に
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せ
よ
、
時
制
の
感
覚
は
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
や

過
去
へ
の
内
省
を
促
す
も
の
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
林
の
場
合
に
は

こ
の
時
制
が
複
層
化
し
て
お
り
、
観
客
と
し
て
は
新
し
い
、
こ
の
演

劇
に
特
有
な
時
間
を
触
知
し
た
感
覚
を
感
じ
る
。
同
じ
言
語
の
文
法

の
概
念
で
い
え
ば
、「
時
相
（
ア
ス
ペ
ク
ト
）」
の
感
覚
が
強
く
押
し

出
さ
れ
る
。「
時
相
」
と
は
、
現
在
か
過
去
か
を
明
確
に
区
別
す
る

「
時
制
」
と
は
異
な
り
、
動
詞
の
状
態
や
完
成
度
を
示
す
も
の
と
さ

れ
る
。
そ
の
動
作
や
状
態
が
進
行
中
な
の
か
、
完
了
し
た
の
か
な
ど

を
示
す
、
時
間
の
流
れ
の
中
の
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
に
関
す
る
時

の
文
法
上
の
観
念
で
あ
る
。

作
品
で
は
、
こ
の
四
人
が
中
央
の
キ
ッ
チ
ン
台
の
上
で
、
こ
の
ゴ

ミ
で
あ
る
「
砂
」
を
「
米
」
に
見
立
て
て
、
炊
飯
し
、
お
に
ぎ
り
を

作
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ま

さ
に
時
相
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
こ
の
作
品

の
核
と
な
る
場
面
で
あ
ろ
う
。
未
来
か
ら
や
っ
て
き
た
四
人
（
一
人

は
ロ
ボ
ッ
ト
だ
が
）
の
登
場
人
物
は
、
物
語
が
崩
壊
し
た
後
の
ゴ
ミ

（
砂
）
を
新
し
い
米
と
し
て
炊
き
、
お
に
ぎ
り
を
作
る
。
そ
の
お
に

ぎ
り
を
キ
ッ
チ
ン
台
に
並
べ
る
と
、
そ
の
お
に
ぎ
り
一
つ
ず
つ
に
、

そ
れ
が
ど
こ
の
ゴ
ミ
（
砂
）
で
作
っ
た
も
の
か
を
指
摘
し
て
い
く
。

い
わ
く
、
な
に
わ
橋
だ
っ
た
砂
、
第
四
ビ
ル
だ
っ
た
砂
、
大
阪
市
役

所
だ
っ
た
砂
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
だ
っ
た
砂
な
ど
な
ど
、
現

在
あ
る
建
物
が
す
べ
て
崩
壊
し
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
同
時

に
、
そ
れ
が
ま
た
お
に
ぎ
り
と
し
て
新
し
い
命
を
得
て
い
る
こ
と
も

示
さ
れ
る
。
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
表
象
す
る
劇
的
な
時
間
は
一

体
、
過
去
な
の
か
、
現
在
な
の
か
、
未
来
の
こ
と
な
の
か
、
そ
の
時

制
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
砂
が
実
際
の
建
物
や
役
所
か
ら

今
は
お
に
ぎ
り
に
変
容
し
て
し
ま
っ
た
「
時
相
」
上
の
「
完
了
」
は

明
確
で
あ
る
。
つ
ま
り
未
来
の
ど
こ
か
で
完
了
し
た
「
崩
壊
（
砂
に

な
る
こ
と
）」
が
、
さ
ら
に
そ
れ
が
舞
台
上
の
進
行
形
と
し
て
示
さ
れ

る
「
再
生
（
お
に
ぎ
り
に
な
る
こ
と
）」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ

て
、「
時
相
」
が
際
立
つ
場
面
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
後
の
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
西
」
に
「
未
来
」
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
る
場
面
で
は
、
受
講
生
が
事
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
行
っ
た
未
来
予
測
の
数
々
を
観
客
に
質
問
し
て
そ
の
妥
当
性
を

問
い
、
い
わ
ば
多
数
決
に
よ
っ
て
大
阪
の
未
来
を
決
め
て
行
く
観
客

参
加
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
時
間
は
観
客
の
時
間
と
同
期
し
て
い
る
た
め
に
こ
の
「
舞

台
時
間
」
は
「
現
在
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、「
劇
的
時
間
」

の
時
制
に
は
、
そ
の
た
め
に
現
在
と
未
来
と
が
混
在
し
不
明
瞭
で
あ

る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
「
時
相
」
は
、
未
来
の
大
阪
を
決
め
て
行
く

現
在
が
描
か
れ
る
た
め
現
在
進
行
の
時
相
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
作
品
で
は
し
ば
し
ば
劇
的
時
間
の
時
制
は
明
示

さ
れ
な
い
が
、
時
相
に
つ
い
て
は
際
立
ち
、
観
客
に
作
品
の
「
劇
的

な
時
相
」
と
い
う
べ
き
も
の
を
触
知
さ
せ
る
よ
う
に
誘
因
さ
れ
る
。
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こ
の
作
品
が
際
立
つ
の
は
、
一
つ
に
は
、
こ
の
「
劇
的
な
時
相
」
を

演
劇
と
し
て
創
造
し
得
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
作
品
の

「
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
主
題
と
不
即
不
離
の
関
係
を
持
つ
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

林
慎
一
郎
の
作
品
の
多
く
は
、「
物
語
る
演
劇
」
と
で
も
い
う
べ

く
、
叙
事
的
な
部
分
と
物
語
的
な
部
分
と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
こ
の
作
品
が
際
立
っ
て
い
る

の
は
、
一
年
先
の
大
阪
（
未
来
）
を
予
想
し
、
こ
の
先
の
大
阪
の
何

か
と
の
「
取
引
」
を
行
う
と
い
う
一
種
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
含
ん

で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
劇
的
時

間
の
時
制
は
不
明
瞭
に
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
時
制
の
明
確
な
、

未
来
を
描
く
Ｓ
Ｆ
的
な
作
品
が
無
数
に
存
在
す
る
現
在
の
物
語
的
な

状
況
に
対
す
る
林
か
ら
の
批
評
的
な
姿
勢
の
表
れ
な
の
だ
と
思
う
。

そ
の
代
わ
り
に
林
は
こ
こ
で
時
間
の
相
、
劇
的
時
相
に
つ
い
て
の
豊

か
な
示
唆
を
提
示
し
て
い
る
。

四
　
舞
台
外
の
空
間

で
は
こ
の
作
品
に
も
含
ま
れ
て
い
る
も
う
一
つ
の
主
題
系
「
中
之

島
」
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
を
含
む
社
会
人
講
座
「
中
之

島
に
鼬
を
放
つ
」
が
そ
も
そ
も
「
中
之
島
」
と
銘
う
っ
て
い
る
こ
と

は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
の
作
品
は
「
中
之
島
」
を
ど
の
よ
う
に
扱
お

う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

作
品
中
に
は
中
之
島
へ
の
言
及
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
冒
頭
す
ぐ

の
「
難
波
八
十
島
」
の
場
で
は
、
登
場
人
物
の
「
東
」
と
「
西
」

が
、「
難
波
八
十
島
」
の
名
前
を
読
み
上
げ
る
中
に
「
中
島
」
も
含

ま
れ
、
中
之
島
の
縁
起
を
語
る
後
、
近
世
江
戸
期
の
堂
島
米
会
所
の

歴
史
的
な
由
来
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
講
座
の
受
講
生
の

「
未
来
の
記
憶
」
が
受
講
生
自
ら
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
中
に
、
し
ば

し
ば
中
之
島
に
つ
い
て
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
中
之
島
公
園

や
中
之
島
公
会
堂
、
中
之
島
で
展
開
さ
れ
た
「
水
都
大
阪
」、
中
之

島
に
あ
っ
た
阪
大
医
学
部
の
跡
地
、
ま
た
大
阪
歯
科
大
学
、
東
洋
陶

磁
美
術
館
な
ど
が
「
記
憶
」
の
断
片
と
し
て
語
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の

後
に
上
述
し
た
お
に
ぎ
り
を
作
る
場
面
で
「
東
、
西
、
南
、
北
」
の

登
場
人
物
四
人
よ
っ
て
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
、
大
阪
市
役

所
、
扇
町
高
等
学
校
、
第
四
ビ
ル
な
ど
中
之
島
界
隈
の
施
設
や
建
物

も
言
及
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
具
体
的
な
地
名
や
施
設
の
名
称
で
あ

り
、
劇
の
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
舞

台
外
の
空
間
」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
の
み
で
、
こ
れ
ら
の
ホ
テ
ル
や

大
学
が
劇
と
し
て
実
際
に
舞
台
上
に
こ
れ
ら
の
「
場
所
」
が
仮
構
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
舞
台
外
の
空
間
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
か
つ
て
、
マ
イ
ケ
ル
・
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
は
、
こ
の
種
の
舞
台
外
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の
空
間
を
、
舞
台
上
で
再
現
さ
れ
る
劇
的
空
間
と
は
区
別
し
て
、

「
ダ
イ
エ
ジ
ェ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス（

７
）」

と
呼
ん
だ
。
舞
台
上
の
再

現
さ
れ
た
空
間
と
は
異
な
り
、
ダ
イ
エ
ジ
ェ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス

は
言
語
（
台
詞
）
に
よ
っ
て
の
み
媒
介
さ
れ
る
。

一
般
に
劇
は
舞
台
で
再
現
さ
れ
る
空
間
と
こ
の
舞
台
外
空
間
で
あ

る
ダ
イ
エ
ジ
ェ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
と
の
緊
張
関
係
に
よ
っ
て
成

り
立
つ
が
、『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
で
は
、
作
品
中
で
言
及
さ

れ
る
具
体
的
な
地
名
（
舞
台
外
空
間
）
は
多
く
、
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
で
い

う
台
詞
（
言
葉
）
に
よ
っ
て
の
み
言
及
さ
れ
る
場
所
（
ダ
イ
エ
ジ
ェ

テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
）
の
総
体
が
観
客
に
「
中
之
島
」
を
触
知
さ
せ

る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
劇
的
時
間
（
虚
構
の
時

間
）
と
舞
台
時
間
（
俳
優
や
観
客
の
現
実
の
時
間
）
の
交
差
に
お
い
て
特

徴
的
な
性
質
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
作
品
の
空
間
構
成
上
の
特
徴
は
再

現
的
な
空
間
を
あ
ま
り
必
要
と
し
て
い
な
い
。
事
実
、
舞
台
は
中
央

に
キ
ッ
チ
ン
が
置
か
れ
た
だ
け
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
も
の
で
、
そ
れ

す
ら
も
特
に
必
要
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
つ
ま
り
は
、
こ
の
作
品

は
舞
台
外
の
空
間
の
構
成
こ
そ
が
主
題
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
続
編
で
あ
る
『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
Ⅱ
』

で
十
分
に
探
求
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
紙
枚
も
す
で
に

尽
き
て
い
る
の
で
、
こ
の
空
間
上
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細

な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
次
稿
『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
―
記
録
と

考
察
（
二
）』
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
Ⅱ
』

に
お
い
て
こ
そ
は
、
こ
の
舞
台
外
の
空
間
と
場
所
の
論
理
が
密
接
に

結
び
つ
い
た
希
有
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

�

（
続
）

注
（
１
）	 「
開
催
概
要
」https://nakanoshim

a-itachi.org/about2022

（
２
）	

参
照
し
た
上
演
台
本
は
、
林
慎
一
郎
作
『
中
之
島
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
』
上

演
台
本
に
よ
る
。

（
３
）	

そ
れ
ぞ
れ
小
竹
立
原
、
加
藤
智
之
、
小
坂
浩
之
、
橋
本
浩
明
の
四
名
。

（
４
）	�Patrice Pavis, D

ictionary of the T
heatre: T

erm
s, Concepts, 

and A
nalysis, T

oronto U
P, 1998, p.409; A

nne U
bersfeld, 

R
eading T

heatre, T
oronto U

P, 1999, p.126 etc.

（
５
）	Dangerous Corner, I have been H

ere Before, M
usic at N

ight 
etc.

（
６
）	J.B

.Priestley, T
im

e and the C
onw

ays, and other plays, 
H

arm
ondsw

orth, 1969.

（
７
）	M

ichael Issacharoff, D
iscourse as P

erform
ance, Stanford 

U
niversity Press, 1989, pp.55
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